
引きこもる子供を残して死ねますか？ 
憩いの場「かくしゃく倶楽部」開設 

二宮商店街「ぐるり」内 

引きこもりは人生の荒波からの避難 

「引きこもって何が悪い！！！」 
というのも正解です。 

 

引きこもりの子が 50歳にもなると親は 80歳にもなっていて、 

近年日本の精神福祉は 8050問題と格闘しています。 

 

親が死ぬと子はどうなるのか？ 

親が最後にできる子への愛とは何だろうか？ 

あなたはこの問題を抱えていると思っているかもしれない。 

しかし実は子があなたの問題を受けついでいるのかもしれない。 

親と子は写し鏡などと言います。 

 

多くの福祉関係者の感想として、 

「親自身が自分の人生をいきいき生きる模索をするといいんだけどね」 

というものでした。 

 

引きこもり経験者との茶話会を含め、アドラー系心理学のメソッドを用いて、 

高齢であってもいきいきと自分らしく生きる方法を模索します。 

 

イキイキと生きるためにもいろいろと通過しなければならない 

心のプロセスがあるようです。 

そのプロセスを歩む親であるからこそ語れる 

優しい言葉もあるかもしれませんね。 

 

心配も愛のひとつの形態でしょうが、 

イキイキと生きる知恵の伝授も、子への大きな愛かもしれません。 

 

親の「もう歳だから」は子の「病気だから」と同じかもしれません。 

 

いつまでもかくしゃくとしてイキイキ生きる背中を 

子に見せてあげください。 

 

悩むのも、問題と格闘するのも実は「生きる」姿でもあります。 

 

生きることを実感し、生きることの素晴らしさを味わい、 

また子供たちにその素晴らしさを伝えていけるといいですね。 

 

「かくしゃく倶楽部」で 

引きこもりの子を持つ親自身が輝くための模索をいたしましょう。 

令和4年度赤い

羽根地域づくり

助成事業 



その「つどいの場」を 

憩いの場「かくしゃく倶楽部」 

と名付けました。 

場所は二宮商店街内 

カフェレストラン「ぐるり」の 2階 

定員 5名の少人数制。 

2022年度の日程は 

7/20、8/17、9/21、（第３水曜日）14時～16時 

10/12（第 2水曜日）14時～16時 

10/26（第 4水曜日）14時～16時 

11/16、12/21、（第 3水曜日）14時～16時 

1/11（第 2水曜日）14時～16時 

1/25（第 4水曜日）14時～16時 

の計 9回です。 

参加費：500円/回 

080-2533-3434（万年芳昭）または 

右 QR コードから「⑫かくしゃく倶楽部」 

を選択し、お申込みください。 

カフェレストラン「ぐるり」のみどりさん経由も OK！ 

引きこもり経験者との対話や、

引きこもり現在進行形の方との

対話を通じて当事者の気持ちを

学びます。 

軽く身体も動かし

ましょう！！！ 

親は親で人生を楽

しむには？？？ 

心の整理、頭の整理

を学び、心と頭を軽

くする。 

三宮駅近くで

便利！！ 
とっても美味しい

お料理。友達にも

教えちゃおう！ 

≪神戸市中央区社会福祉協議会認定事業、中央区赤い羽根地域づくり助成事業≫ 


